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   The authors experienced 102 cases of percutaneous nephroureterolithotomy (PNL) in the urol-
ogical clinic at two city hospitals between May, 1984, and July, 1986. Percutaneous access for 
renal pelvis was performed under interventional ultrasound and the disintegration of stones was main-
ly performed by an electric drill system. Stones were successfully removed in all the cases, although 
residual stones were recognized in 16 cases (15.7%). Complications were rather minor and were 
treated conservatively without open surgery. 
   PNL is a very effective and promising method not only for university hospitals but also for the 
urological clinic in city hospitals.
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緒 言
尿 路結 石 症 の治 療 はendQurologyの発 達 に よ り大
幅 に塗 りか え られ,今 や 非 観血 的 手術 に よ る結 石 摘 出
法 が主 流 に な りつ つ あ る.そ して 現 在 では,大 学 病 院
以 外 の一 般 病 院に お い て も,積 極 的 にendouro!ogy
が 取 り入 れ られ る気 運 に あ る.
私 た ちは,静 岡 厚 生病 院 お よび 清 水厚 生 病院 に お い
て,1984年5月よ り1986年7月まで の2年3ヵ 月間 に
経 皮 的腎 尿 管切 石 術(percutaneousnephrouretero.
lithotomyPNL)1}4)を102例経験 した の で,方 法 お














付けて使 用 した.穿 刺時 に 水 腎の 程 度 が非 常 に 軽度 で
あ った り,水 腎が まった くな い症 例 に対 して は,利 尿
剤を 負荷 した り,逆 行 性 に6Fr.バ ル ー ン付 尿管 カ
テーテルを 前 もって 留置 し,人 工 的 に水 腎 を作 ってか
ら穿刺 を行 った.た だ し,そ の よ うな逆 行 性操 作 が で
きなか った 症例 や,サ ンゴ状結 石 の よ うな 大 きな結 石
に対 して は,結 石 を 直接 狙 って 穿 刺 し た.穿 刺 針 に
は,針 先 が 円錐 形 の15GTSKシ ュア カ ッ ト針 を 用
いた.
腎痩 は,X線 透視 下 に て ア ンテナ式 金 属 ダイ レータ
_の9 ,12,15,18,21,24Fr.を順 次 重ね て 拡 張 し
た.一 期 的 に結 石摘 出を行 う場合 は,金 属 ダイ レータ
ーt/こ26Fr.の硬 性 腎孟 鏡 の外 管 を か$せ て以 後 の操
作 を行 ったが,二 期 的 に行 う場 合は,独 自に 開発 した
25.5Fr.腎腰 留置 用 金属 シ ース(Fig.1)をダイ レー
ターにか ぶせ た のち,14号 ネ ラ トンカテ ー テル を留 置
した.
直 径数mm以 下 の結 石 の摘 出 に 際 して は,胆 道 フ
ァイバ_ス コ_プ(オ リン パス,CHFB3R)を 使 用
した.鉗 子 は2爪,3爪,4爪 の 結 石鉗 子 を 用 いた.
それ 以上 の破砕 を 必要 とす る よ うな 大 きな 結 石に 対 し
ては,26Fr.視 野角10Dの 硬性 腎孟 鏡(武 井 医科 光
器製 作所 製,Fig.2)を使 用 した.結 石破 砕 装 置 と し
て,電 気 ドリル式 結 石穿 孔 破 砕装 置(Fig.2)7),強力
超音 波結 石破 砕 装置(Wolf社 製)を 用 い た.電 気 ト
リル式結 石 穿孔 破砕 装 置 は,コ ン トロー ラ ーに よ って








102例のPNL施 行 症 例の 内訳 は,男 性76例,女 性
26例,年齢 は16歳よ り80歳まで平 均46.2歳で あ った.
摘 出 した 結石 の大 きさは,7×3mmよ り85×50mm
で あ った.1人 の 患者 に 対 して結 石摘 出 まで に行 った
PNLの 回数 は,1回 か ら4回 まで で平 均1.3回で あ
った.患 者1人 あ た りの 結石 摘 出 まで の合計 の手 術時
間は,5分 か ら6時 間 ま で で 平均1時 間35分 で あ っ
た.全 例 にお い てPNLに は 成功 した が,残 石 を102
例 中16例(15.7%)に認 めた.た だ し,術 後 単 純撮 影
にて結 石陰 影 が認 め られ た もの に つい て のみ,残 石 と
した.残 石 は1×1mmか ら10×7mmま で で あ っ
た.
摘 出 した 結 石 の部 位 は,腎 が41例(40%)で,そ の
うち2例(2%)は サ ンゴ状結 石 であ った.上 部 尿 管
が33例(32%),中部尿 管 が23例(23%),下部尿 管 が
5例(5%)で あ った(Tablc1).
結 石 の摘 出方 法 につ い て は,結 石 鉗子 のみに よ った
もの77例(75%),電 気 ド リルに よった もの16例(16
Table1.PNL症 例 の 結 石存 在 部 位.









Fig.1.腎壌 留 置 用 金属 シ ース.
Table2.PNLに お け る結 石摘 出方 法.
方 法 例 数







Table3.PNLの 合 併 症.
合併症 例数(全症例に対する%》





















邸 ノ♂ ∋ ♂:'
Fig.3.サン ゴ状 結 石症 例 にお け るPNL術 前(A),


























































を使用した結果,よ い成績を得る ことがで きた.ま
た,腎痩留置用金属シースを使えぽ,よ り安全に少な
い出血でカテーテル留置ができた.
















私たちは電気 ドリルな どの独 自の結石 破砕方法を
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